
　令和7年6月議会より議会運営委

員会 副委員長を務めております。

　議会運営委員会とは、議会日程決

定や議会改革推進など議会の多くの

ことに関わる委員会です。

Q：投票所設置基準は？

A：昭和４４年５月１５日付け、自治省選挙部長通知が今なお基準として扱われています。その内容は、

　　・投票所までの道程が３ｋｍ以上ある遠距離地区を含む投票区は、遠距離地区の解消に努めること。

　　・選挙人の数が３０００人を超える過大投票区は規模の適正化を図ること。

　　・道程が２ｋｍ以上、且つ選挙人の数が２０００人を超える投票区は投票所の増設に努めること。

Q：投票所は選挙ごとで毎回同じ場所でなければならないのか？

A：投票所は毎回同じ場所でなければならない、という規定はありません。

Q：投票所数については、県や国などから規制はあるのか？

A：投票所の数に関し公職選挙法上の規制はなく、投票所間の距離についても規制はありません。

Q：民間施設の投票所において経常経費は発生しているのか？

A：選挙時以外の期間、民間施設の投票所に経常経費は発生しておりません。
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投票率の向上（一般質問）

◆投票率

新興政党の台頭による令和7年参議院

選挙及び16年ぶりのリーダー交代と

なった令和7年川越市長選挙を除いて

は投票率は低下しており、衆・参両

議員選挙は共に全国平均を下回って

います。

◆選挙日程

令和8年2月に衆議院選挙が執行され

たように解散のある衆議院選挙は例

外ですが、それ以外は任期満了に伴

い毎回同じ月に執行されています。

◆当日及び期日前投票比率

近年は期日前投票率が上がってきて

いるものの、依然として当日投票率

の方が圧倒的に高い状況です。

令和8年1月山形市議会視察

川越市で管理する公共施設以外にも民

間施設投票所もあり、選挙が執行され

る可能性があるという段階から各施設

と情報を共有し個別に調整している。

民間施設の協力が得られれば増設可能。



昭和46年6月9日川越市岸町生まれ(54歳）、南古谷並木在住、１2歳と9歳の娘の父

ひつじ幼稚園卒園、仙波小学校・砂中学校卒業 2017年1月　 川越市議会議員に初当選

1990年3月　城北埼玉高等学校卒業 2017年9月　ＭＫコンシスト(株)設立　取締役

1994年3月　立教大学経済学部経営学科卒業
1994年4月　カナダへ語学留学
2001年5月　ワタミフードサービス(株)入社 2023年4月　 川越市議会議員選挙当選（3期目）
　　　　　  営業部長まで務め経営・ｻｰﾋﾞｽ業を学ぶ
2012年9月　ワタミの介護(株)へ転籍
　 　 　　　 有料老人ホーム　エリアマネジャー
2014年12月　SKYケアサービス(株)設立 取締役
2015年4月  川越市議会議員選挙に挑戦し、次点惜敗

ご意見・ご感想・皆様の声をお聞かせください！

南古谷事務所　〒350-0023 川越市並木77-8　　  　携帯：090-6509-2419、　電話：049-235-8425

岸町事務所　    〒350-1131 川越市岸町1-25-18       電話：049-247-7701

　令和６年９月総務財政常任委員会において、投

票所入場券が郵送で送付されているが、世帯主名

のみで送付されており、世帯主が選挙に興味がな

く、開封しなければそのまま捨てられてしまう可

能性が高い。そのため個別に郵送するか、もしく

は対象の世帯全員の連名で郵送ですべきではない

かと提言しておりました。

　令和８年２月衆議院議員選挙より連名での表記

となりました。

  居宅介護支援事業所ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・介護ﾀｸｼｰﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ運営

【提言】民間施設の管理者や事業所と協議をして、自治

会館や商業施設等への当日投票所や期日前投票所増設の

働きかけをすべきでは？

→遠距離となる投票区や市域全体における期日前投票所設置の不均衡と

いった課題には優先的に取り組んでいきます。

　また遠距離ではなくても大きな道路を横断する必要がある、坂が多

い、といった課題についても、地域の希望を伺いながら投票所増設を含

めた投票環境の整備により投票率の向上に寄与していきます。

　投票所は選挙ごとで毎回同じである必要はなく、解散総選挙などの急

な選挙への対応は、現在でも個別で調整することで民間施設の投票所が

対応できていることを考えれば、それを理由に自治会館などに投票所を

増設できない理由とはなりません。

　投票所設置基準は、昭和４４年の自治省当時の通知が今現在も基準と

して扱われていますが、当時昭和45年は高齢化率が７％を超えた状況で

あって、現在の高齢化率とは比べ物にならず、さらに高齢者のみの世帯

が大きく増加しており世帯構成も大きく変わっています。

　設置基準の投票所までの道程３ｋｍは、不動産業の基準でいうと徒歩

で約３７分、２ｋｍでも約２５分も歩かなくてはなりません。

　免許返納をして車で行けない、また同居家族がいない高齢者世帯の多

くの方は歩けるような距離ではなく、坂や歩道橋があれば尚更です。

　　川越法人会、岸町囃子連、南古谷歌謡サークル

川越地区消防組合議員、土地開発公社理事

  デイサービスリーディング岸町・南古谷運営

＊介護いきいきポイント事業とは、６５歳以上の高齢者が介護施設などでのボラ

　ンティア活動を通じて社会参加や地域貢献を行いながら健康増進を図りつつ、

　ポイントを集め翌年度に最大5,000円分の奨励金または市の特産品などと交換

　できる事業です。

コロナ禍を経て活動者数は、平成３０年度２９０名から令和５

年度９５名へ、受入可能１１７事業所のうち活動者の受入実績

のある数は３０事業所とどちらも大きく減少している。

介護いきいきポイント事業のポイント付与対象をラジオ体操や地域団体活動、

特定検診などにも拡げて高齢者の社会参加等へインセンティブを付けて健康増

進へと繋げるべきと提言しました。

産業建設常任委員会委員、議会運営委員会副委員長、都市計画審議会委員

所属団体：川越商業経営研究会、川越葵ライオンズクラブ
　　川越立教会、川越市倫理法人会、川越商工会議所青の会

栗原みつはる プロフィール

介護いきいきポイント事業をご存じでしょうか？

https://www.mk-jimsho.jp/
◆ ホームページ ◆

◆川越市人口◆

健康長寿社会の実現（一般質問）


